
2020年3月期通期連結業績予想数値の修正（2019年4月1日～2020年3月31日） 

修正の理由 
建設業の売上高が前回予想を下回ることなどにより、売上高は減少するものであります。 

 運送事業のバス燃料費が前回予想を下回ることなどにより、営業利益及び経常利益は前回予想を上回るものでありま
す。 

2020年4月1日に公表した投資有価証券評価損を計上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、前回予
想を下回るものであります。 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2019年5月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 

記 

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 39,500 950 1,100 650 248.32
今回修正予想(B) 38,094 1,044 1,215 220 84.08
増減額(B-A) △1,406 94 115 △430
増減率(%) △3.6 9.9 10.5 △66.2
（ご参考）前期実績 
（2019年3月期）

38,771 1,021 1,196 158 60.43

以 上 


